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要旨 
 
日本の河川管理は，施設の老朽化，増大する外力への対応，そして多様化するニーズに応える
必要がある一方で，税収の減少や医療支出の増大などによって河川インフラ整備にかけられる公
的予算の制約は，年々厳しくなっている現状にある．そのような背景の中，市民の水環境への関心
は高まっており，河川環境保全や水質改善を目的とした市民団体の活動も盛んに行われている． 
河川市民団体に関する研究の課題は定量的かつ広域的な把握がされていない点にある．
加えて，河川市民団体を公益的な視点で評価した場合にどの程度，価値を有するか試算は
行われていない．したがって本研究では，河川の管理に対して，どの程度補強できる潜在
的能力を有するか河川に関する活動を行う市民団体の諸活動の人的・時間的労務量に着目
し，潜在的能力を定量的に分析した．本研究では全国を対象に広域的な調査を行い，活動
にどのような傾向があるか明らかにすることを目的とする．さらに公益的価値をどの程度
有するか他の関係主体との量的比較，金銭的価値，除草可能距離を例にあげ，算出した河
川市民団体の労務量を用いて潜在的に有する価値を試算する． 
その結果，河川市民団体の活動量の中央値は E=430｛（p･h）/y）｝となった．また，団体一つあ
たりの活動量の分布の内訳は，E=10,001(p・h/y)以上が 5%未満で，E=5,000‐10,000 が全体の
5％未満，E=1,001-5,000 が 20%程度，E=501-1,000 が 20％程度，E=500 以下の団体が 50％程
度を占めている．また，種類別活動量は水環境保全，調査，河川管理施設運営・管理，体験活動，
啓発，まちづくり，交流，会議・団体運営が含まれる．活動種類別に活動量の割合をみると，水環
境保全が 35.6%と最も大きく，次いで，河川施設運営・管理（20％），交流活動（10.0%）などとなっ
ている．場所的傾向としては，団体は人口密度 2,000（人/km2）の都市で多く分布する． 
公益的価値をどの程度有するかに関しては，市民団体の活動量は，河川管理者の活動量に
対し１割程度であり，各水系の市民団体と参加者の活動の金銭的価値換算の値は平均値で 6.5
千万円程度に相当する．また，河川市民団体が河川管理の補強にどの程度貢献しているか除草
活動を例に定量的に分析した結果，市民団体の除草能力は水系平均で直轄区間の 3.7％程度
補強する．これは河川管理者の除草経費の 1.6％程度を補強する潜在力に相当する． 
よって，河川市民団体の活動が河川管理を補完する公益的価値を有し，今後の河川管理にお
いて管理の共同主体として期待できることが示唆された． 
 
